
２ 物質量 ＝＝＝ モル ＝＝＝ ・・・化学の難所 モル峠 ・・・

≪かたまりで考えよう≫

えんぴつ１２本 ・・・ １（ダース）、３６５日 ・・・ １（ 年 ）

光が１年間で進む距離 ・・・ １（光年 ）＝９．４７×１０１２ ｋｍ

粒子（原子、分子、イオン）６．０２×１０２３ 個のかたまり

１（ モル ）・・・ ラテン語で（ 山 ）という意味
mounntainの語源

≪１モルの重さは何グラムか≫

（考え方としては）
何倍重いか

Ｈ Ｘ
（原子量、分子量）

水素原子１モル Ｘ原子１モル

６．０２×１０２３個 ６．０２×１０２３個

１グラム

原子１モルの重さ ＝ （原子量 ）にグラムを付けた重さ

分子１モルの重さ ＝ （分子量 ）にグラムを付けた重さ

≪気体１モルの体積は何リットルか≫

アボガドロの分子説によれば、『気体は分子からなり、

温度、圧力（０℃ 、１気圧）が同じなら、同じ体積（２２．４リットル）
（標準状態）という

の気体は、その種類に関係なく、同じ数（６．０２×１０２３）の分子を含む』
１モル

’＜参考＞ 圧力の単位･･･１気圧＝１ａｔｍ＝１．０１３×１０５Ｐａ（パスカル））

（まとめ）１モルの意味

〔１モルには、３つの意味がある〕 １モル

① 個数・・・・・・ ・・・・・・・（６．０２×１０２３）個

② 気体の体積（モル体積 ）・・・（２２．４）㍑ (０℃、１気圧)

③ 重さ（モル質量 ）・・・・・・・（原子量 ）㌘、（分子量 ）㌘

Ｎ.Ｏ.１９
（問題１）窒素ガス（Ｎ２）５６．０グラムは何モルか。また、０℃、１気圧で何㍑か。含ま

れている分子の数は何個か。なお、１モルは６．０×１０２３ 、Ｎの原子量は１４．０と
する。
１モル・・・６．０×１０２３ ・・・２２．４リットル・・・２８．０グラム

×２

２モル １.２×１０２４ ４４．８リットル ５６．０グラム

（問題２）次の物質の量をモル数で表わせ。なお、１モルは６．０×１０２３ 、原子量はＨ＝１．０、
Ｃ＝１２．０とする。

① 鉄の原子 ３．０×１０２４個のかたまり

３．０×１０２４

＝ ５モル
６．０×１０２３

② ダイヤモンド １カラット なお、１カラットの重さは０．２グラム

０．２ ダイヤモンドの化学式はＣ
＝ ０．０１７モル

１２

③ ０℃、１気圧の空気 ５６．０㍑

５６．０
＝２．５モル

２２．４

④ プロパンバス Ｃ３Ｈ８ ２．２グラム
Ｃ３Ｈ８ ＝４４

２.２
＝０．５モル

４４

⑤ 水分子 １．８×１０２３個のかたまり

１．８×１０２３

＝ ０．３モル
６．０×１０２３

≪気体の密度≫・・・気体１リットル分の重さのこと

重さ １モルの重さは分子量にｇを付けた重さ 分子量
密度＝ ⇒ ⇒ 気体の密度＝

体積 １モルの体積は０℃、１気圧で２２．４㍑ ２２．４

≪空気のみかけの分子量≫・・・空気１モル（２２．４㍑）分の重さのこと

空気は、窒素（Ｎ２） ： 酸素（Ｏ２） ＝ ４ ： １ の体積比の混合気体

４ １
⇒ つまり、空気１モル（２２．４㍑）中の はＮ２ 、 はＯ２ の重さ

５ ５
⇒ Ｎ２は１モルが２８．０ｇ、Ｏ２は１モルが３２．０ｇだから

⇒ 空気１モル分の重さは、

４ １ 空気のみかけの分子量は
２８．０ × ＋ ３２．０× ＝ （２８．８）ｇ

５ ５ （２８．８）になる
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